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   The following results were obtained from the three－year（1976－1978）statistics of bacter量al Horae

isolated from the．urinary tract and of their drug sensitivity． Duri皿g the past three years，3534 strains

were isolated and 2827．strains （800／，） were gram－negative bacilli． ．’
   The number of strains which had been is’olated from outpatients were 1945 consist’ing of 37．5tt

耳…Ii・．！9・賜Entrρ・g・ri・10・8％P・・t…．9・・up・7・7％K1・b・ig11・p・・um・n三ae・7・3％P・eud・m・n・・

4eruginosa， 7．10／． Staphylococcus epidermidis and others． There were 1589 strains isolated from

hospitalized patients consisti皿g of 16．3％P． aeruginosa，14r．7％Enter㏄occi，12．0％E． colig l l．9％

Proteus group， 9．50／o E． cloacae and others．・

   The increasing tendency has been seen in Serratia marcescens and Proteus spp． in the strains

isolated from the outpatients and in S． marcescens and S． epidermidis in those from the inpatients．

   ’The 9 ’main strains isolated from outpatients were more susceptible to the antirnicrobial agents

（except nalidixic acid） than those from inpatients．

   The effect of colistin and chloramphenicol， antibiotics not routinely used， against isolates from

the． outpatients showed little difference frem that against those from the inpatients．

    The reason why the effect of nalidixic acid against isolates．from the inpatients was superior to

that against those from the outpatients is prgbably that it has been mainly used in the outpatient clinic．
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 尿路感染症の起炎菌に関する統計あるいは二目分離

細菌に関する統計）・報告は多数あり，最近の報告では

いずれもグラム陰性桿菌が8割前後をしめる．とされて

いる．

 またPseudomonas aeruginosa rp・．aeruginosa）に代表．

されるブドウ糖非醗酵グラム陰性桿菌の増加と，これ

らを含むいわゆる弱毒菌の病原性の問題が。’PPortun－

istic infectionとして論議されている．

 われわれは1976年1月より1978年12月までの．3年間

に泌尿器科外来患者および泌尿器科入院愚者から検出

した尿申細菌のうち105／ml以上のものを集計し，年．

度別，外来入院別にわけ，それらに対する各種抗菌性

薬剤のディスク感受性をしらべた．もとより．このよう

な統計は長期間にわたるほうが傾向をとらえやすいも

のではあるが，最近の傾向を知ることも有意義である

と考え報告する．

 またディスク感受性についてはMic以上に種々の

論議があり，これが直接臨床効果に結びつくものでは

ないにしても，治療を行なう上でのi ’pの指標と考え

られるので，ここにと．り・あげt4，．

方法および材料

 1976年1月から1978年12月までの3年間，泌尿器科

外来および入院患者から尿細菌培養の検体が毎年2800

検体前後中検に提出される．これらのう．ちから10r／ml

以上の細菌を検出したものはすべて検討材料とした．

尿採取方法は女性は導尿，男性は申間尿で採取し，カ

テ・t一テル留置患者ではカテーテル中を流れる尿を採取

している．

 同一患者から同r菌種が長期間にわたって検出され

る場合もあれば，1検体から多数の菌種が検出される

場合も．あり」まπいくつかの菌種が検出された数日後

にはそのう．ちのいくつかが菌交代を起したりし，．．1人

1検体にしぼるこ．とができず，すべての検出菌．（105／

ml以上）を同等にあつかうことにしt．このような

処理の仕方でもある程度の傾向はとらえられると思わ

れる．

 これら105／ml以上の検出菌に対して， ampicillin

（ABPC）， sulbenicillin （SB？C），． cephaloridine （CER），

cefaz6iin （CEZ）， kanarriycin （KM）， gentamicin

（GM）， chloramphenicol （CP）， tetracycline （TC），

colistin（CL）， nalidixic acid（NA）（菌種｝こよっては

penicillin－G（PCG）も）の各薬剤につき，昭和の1濃

度ディスクを使用して薬剤感受性を測定した．当然の

ことながらSBPGについては尿路感染症用の判定規

準を使用している．

 感受性の判定には多くの問題があり，尿申に排泄き

れる抗菌性薬剤の多くが高濃度で排泄される7め加藤

ら1），福田ら2）はディスク感受性の（＋）までを感受

性としているが，一般的には（什），（十）を感受性と

しているためここでもそれに従った．また，外来，入

院における各菌種の動向，感受性率の推移について一

様性（適合度）の検定を行ない，外来・入院患者由来

菌の平均感受性率についてx2検定を行なつt．

成 績

．1）細菌分離頻度

 a）年度別分離頻度

 Tabl¢1に示すような結果が得られた．この一部を

簡略化してグラフにしたものがFig．1である．．3年

間の集計から一定の傾向をつかむことは困難である

が，S． mallcescens，．とE． cloacaeが1977年から危増し

ていることがわかる．Proteus spp・は1977年から増加

しており，P． aeruginosaはあまり変化がない． E． coli

もそれほど大きな変化を示していない．．

．グラム陽性球菌では＆aureusが1978年に増加して

いるが，全体からみると大きな変化ではない、いずれ

にせよ最も・多いのが，E． coli 26．0％，つぎlc Enterococci

12．6％となり，以下P・aeruginosaとProteus sPP・の

11．3％，K． Pneumoniae 7．4％となるが，1977年から急

Table 1

   ド．    E．    S．    F㍉て）teus

巳coli  p轍cloaoae  maroesoers   SPP・
Other． p． other Entero一
欝醐・m・・騨G‘一’漁・S姻・・伽…hers T・ta・
0母or楠sms

h976 277（so5） 7tC7．8） 20｛22）

1977 336C23．0）t17（8．0） 97｛6．6）

1978 so6（265） 74（6，4｝ 51C4．4）

1｛O．1） 76（84｝96CIO．6）1日【12：2｝56‘62｝ 8｛09， 53｛5．8｝I14⊂12．6，25‘2．η  908

66（4，5） 179（12．3） 88｛ 6．0｝ 141C9，7） so（6．2） 6（O，4｝ 84｛5．7） 204（t4，0） 53（3．6）’ @IA61

ss一（4．8） 145｛t2．4） pa（3．8） t49（E2，8｝，80｛6．9） 22｛L．9） 59C5，t） S 27CIO，9） 52｛4．5） 1，165

Tota1 919（26，0）262（7．4） 168｛4，8｝ 123（3，5｝400Cl I，3）228（6．5）401（t l．3｝226（6．4） 36（t．O） 196｛5，5） 445“2．6B50｛5．7｝ 5，534
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増したS．marceseeus， E． cloacaeの推移をみる必要が

ある．

 b）外来・入院別細菌分離頻度

 Table 2は各年度ごとの外来患者由来菌と入院患者

由来菌を示したもので（）内は％を示している．

 これを簡単に．グラフ化したものがFig．2，3で

Fig．2は外来思者由来のもの， Fig．3は入院患者由

来のものである．

 外来患者由来菌でもっとも多いのはE．c・liの

37．5％，つぎにEnterococciの10・9％である．以下，

Proteus spp． 10．8％， K． Pneumeniae 7．7％， P． aerzeginosa

7．3％，S． epidermidis 7．1％とつづいている．

 またProteus sPP．のなかではP． mirabilisがもっと

も多く全体の4．5％をしめているが，P・morganiiが

それにつぎ2．4％をしめている．さらに，P． rettgerz

は2．！％，RvulgarisがL8％である．

 各菌種についてき年間に増減傾向があるかどうか，

一様性の検定を行なった．各菌種ごとにみてみると，

8．marcescensが， p〈0．05，1）roteus spp．がp＜0．01で

それぞれ有意に増加傾向があるといえる．

 つぎに入院患者由来菌であるが，ここではもっとも

多いのがP．aeruginosaで16．3％，つぎがEnterococci

14．7％， E． cali 12．0％， Proteus sPP． 11．9％， E． cloaeae

7。5％とっついている．Proteus sPP．の中ではP・

morganiiがもっとも多く3・7％，つぎにP・ rettgeri 3・4

％，P． vulgaris 2．5％， P． mirabilis 2．3％となり外来

でもっとも多かったP．mirabilisが一番少なくなる

が，それほど大きな差はない．

 外来患者由来菌におけるE・coliのように特別，比

率の高いものはなく，上位5菌種のしめるパーセント

を比較すると外来で74．2％，入院で62・4％となり，

入院患者由来菌種の多様化がうかがわれる．外来検出

菌種と同様に一様性の検定を行なったが，8．marcescens

とS．epidermidisがP＜0．001の危険率で有’意に増

加傾向がありother enteric microorganismsがP〈

0．001，Enterococciがp＜0．05で有意に減少傾向があ「

つた．また有意差はないもののE．coli， K・ Pneumoniae

が減少傾向にあり，今後の推移をみる必要がある．

2）分離菌の薬剤感受性

 a． E． coli （Fig． 4， 5）

 外来および入院患者由来E．celiの薬剤感受性を年

度ごとに示したもので下段に示す数字が3年間平均の

各薬剤のE・coliに対する感受性率である．他の菌種

についても同様に示してある．ABPC， SBPCのPC

系薬剤を除いていずれもかなり良い感受性率をしめし

ている．外来と入院で明．らかに差があるのはSBPC，
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GM， NAでNAを除いていずれも外来患者由来菌に

対する感受性率が入院患者由来菌に対するものよりす

ぐれている．予想外に良かっためがNAで入院患者

由来菌に対する感受性率は91・6％をしめした．また

入院患者由来菌の方でTCに感受性率の増大傾向が

一一?ヰｫの検定の結果P＜0．OIでいえることがわかっ

た，

 b． Enterococci （Fig． 6， 7）

 外来と入院とではほとんど差がないパターンを示す

が，GM， KM， CERは感受性率が低くPq・系薬剤

のPCG， ABPC，．SBPC，は良い感受性率を示してい

る．またNAに対してはすべて耐性とされたのでこ

こではNAを除外してある． Enterococciはgroup D

StrePtococciの一部であり，菌交代現象で出現すること．

が多く，薬剤感受性が他のStrePt・c・師と異なる点で

：重要である．ここではCEZで入院の方が外来より有

意に良い感受性率を示している．また一様性の検定で

は外来の方でCERがp＜0・05で感受性率増大傾向
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Susceptibility of Enterocoocus
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がいえる。

 c． P． mirabilis （Fig． 8， 9）

．各薬剤の感受性率はCLを除きほぼ80％以上で5

外来患者由来菌と入院患者由来菌の間にABPC，

SBPC， TGを除いて有意の差が認められず，いずれ

も入院の方が感受性が良い．一様性の検定では感受性

率の変動に目立ったものはなかった．

 d． P． vulgaris （Fig． 10， 11）

 CL， ABPC， CER， CEZの感受性率が悪く，ほと

んどが耐性と考えてよい．感受性率が良いのはGM，

NAであり， TC， KMI．CP， SBPCがそ．れにつづい

ているが1外来患者由来菌と入院患者由来菌との間の

感受性率にKM， GMを除いて有意の差がない．一

様性の検定では外来の方でSBPGにp＜0・05で感受

性率増大傾向がみられ，入院の方ではTCにP＜0．05

．でやはり感受性率の増大傾向がみられる．

 e． Kr． pneumoniae （Fig． 12， 13）・

 ABPC， SBPC のPC系薬剤の成績が悪く，ほと
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Susceptibility of P． mirobilis
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んどが耐性菌と考えてもよいように思われる．また

CERも外来患者由来菌に55．7％，入院患者由来菌

に38．1％と感受性がよくない．これに反してCEZ，

KM， GM， Cしの感受性率は良好であり，外来思者

由来菌と入院患者由来菌との間でKM’， GM， NAを

除いて感受性率に有意の差がない．NAは外来患者由

来菌に対してこそ57・0％の感受性率しか示さないも

のの，入院患者由来菌には85・8％と良い成績を示し

ている．今後の検討が必要と思われる．感受性率の推

移については有意の変化は認められなかった．

 f． P． aeruginosa （Fig． 14， 1’5）

 外来患者由来菌，入院患者由来菌を通じて最近ほと

んど使用されることのないCしの感受性率が最も良

く，つぎがGMである． GMも入院思者由来菌に対

しては年々感受性率が低下しているように思われるが

有意の差ではない．そのあとに続くのがSBPC， TG

でその他の薬剤に対してはほとんどが耐性と考えられ

る．また感受性率の推移に有意の変化はなかった．
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Susoeptibility of P． vulparis
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 g． S． marcescens （Fig． 16， 17）

 外来患者由来菌，入院患者由来菌を通じてCER，

CEZ， Gしに対してはすべてが耐性といっても過言で

はないと考えられる．また入院患者由来菌に対しては

ABP（】， SBPCはほぼ感受性がなく， KM， GM， CP

GM．の感受性率も外来患者由来の菌株に対．してより

ずっと低下しておりGMで42．9％を示しているに

すぎない。また注目すべきは外来患者由来株に対して

一様性の検定でP＜O・05でTC， KMの感受性率が

年々低下し，1978年で感受性率が良いのはGMの

83．3％，CPの66．7％だけである．この年度ごとの感

受性率低下は入院患者由来株の方でもCP， Tqにみ

られるが有意の差ではない．しかしNAだけは比較

的良好な成績を保っているように思われるが今後の推

移を見る必要がある．

 h． E． cloacae （Fig． 18， 19）

 各薬剤申もっとも良い感受性率を示したのはCしで

外来患者由来株の95・9％，入院患者由来株の99・2％
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に感受性をしめす．GMは入院患者由来株の35・3％，

外来患者由来株の61・2％に感受性を示し，NAはそ

れとは逆に入院患者由来株の80・7，外来患者由来株の

59．2％に感受性を示しS．marcescensの場合と同じパ

ターンを示している．

 ABPG， SBPC， CER， CEZに対してはほとんどが

耐性菌であり，KM， GM， TGの感受性率は外来患

者由来株に対する方が入院患者由’来株に対するよりも

明らかに良好であるが，全体としては良くない．また

NA’ ﾌ感受性率は外来由来株，入院患者由来株を問

わず年々下降傾向にあり1978年ではそれぞれ42．1％，

56・3％に低下している．外来入院で有意に感受性率に

差があったのはKIM， GM， NAであった．

 i． S． ePidermidis （Fig． 20， 21）

 全体的にみて良好な感受性率が認められるが，TG，

NAをのぞいて入院患者由来菌株に対する感受性率が

外来患者株に対するものに比して有意に悪い．それと

は逆にNAが入院患者由来菌株に対し71．9％の感受



12ら4 ．泌尿紀要．．26巻L16号・．1980年

Susceptlbiliey of P．ceruginosa

                 《ou巾（譜ien曾》

e AVerage e／e

Ybor No ％
1976 49 95
1977 47 6．4

    ，78

@ ，77

X76 ・

怩`veruge
@        98。10。97．8

1978 46 6．6

O％

W0

U0

S0

@20

刀D

6．1

@＝Ll   ．o

  68、169：6

U12

4．1  、1． 212．1

184 ・

255

@13．o

  95795．9

@ ●

@  89，1

 10．68．2

@ 0
@  2．2

78．7

]4

   6．5
S．14

ABPC
D2．8

SBPC
U6．2．

CER
Q．1

CE之

k4．

KM
D1．9．0

GM
X3．7

CP
A．0

TC
U1．3

Cし

X8．6

NA
S．9

Fig．／14

e Avemp ％

Susoeptibility of ， R aeruginosa

                 （ inpatient）

               ’78YOor No． ％
1976 62 15．9
1977 94 13ρ
1978 1105］21．8

・・

．●A傅口ee

OO暁 ga4 ga4・loo、

db．9

80 75．5
4．8 ア4．5’

6Q o
55．3 ●

51．6

5縄

40 35．5

21．3

20 145
12．8

● 9．6・

‘0
 3．2
O   QO o．o αo ．

1．9 0  9 5 ● ．9

ABPC SBPC CER CEZ κM GM CP TC “ N《

％ i2 61．8 ◎ 0 12．O ．82．6 、5ρ ．5て．1．． 99．6 6．6

Fig； ．’1’ 5

性率をしめし，1978年には83．3％をしめしており，

外来患者由来菌株より有意に良いことが注目される．．

 以上外来・入院別に各菌種のディスク感受性率につ

いてみたが，1それぞれの平均感受性率が外来・入院で

差があるかどうかX2検定でみたもめをTable 3．に

ま．とめで示した．．入院の方が感受性率の良いのは，

E．6協でのGM， NA， P． mirabilisでのABPC， SBPC，

Tq EnterocobciでのCEZ，3． epidermidis， E． cloacae，

K・ Pneumoniae， S・．marcescens．に対するNAである．

考 察

L 細菌分離頻度について

 尿路感染症の起炎菌あるいは尿中分離細菌に関する

統計は多数みられるが，1970年以降にはグラム陰性桿

菌の占める割合が多くなってお．り，なかでもE．iroli

が多いといわれている．．とくに外来患者由来菌には単

純性尿路感染症が多いためか．E・．c・liが多く，入院患

者由来のものでは菌種の多様化がいわれており，最近
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ではブドウ糖非醗酵グラム陰性桿菌（non－f GNR），

S．marcescensなどのいわゆる弱毒菌の増加が問題とな

っている．

．．ζれらのことは膏齢者の増加，留置カテーテル使用

頻度の増加，．悪性腫瘍に対する抗癌剤投与あるいは

放射線療法の機会が増加した．ことなどいわゆるhost－

parasite relationship lこかかわってくる問題である

が，！ζの他に常用抗菌剤とくにpenicillin系あるいは

cephalosporin系薬剤の使用量の増加とそれら薬剤の

抗菌スペクトラムの広域化によってもたらされたもの

でもある．しにがって尿路感染症の治療には思者側の

要因と起炎菌の種類，薬剤感受性などを考慮したうえ

で適切な治療を行なう必要がある．分離菌の発現頻度

は対象疾患，加療の有無，投与薬剤の種類，地域ある

いは施設などで異なうてくるのは当然である．

 われわれの施設におけるグラム陰性桿菌の比率は全

体でみても，入院・外来の別でみても．78～80％をし

めており，ζのうちブドウ糖非醗酵グラム陰性桿菌は
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17・7％をしめている．これは入院患者由来菌の24．9

％，外来患者由来菌の1L9％をしめるが，1978年度

には入院患者由来菌の31．5％をしめるようになって

おりこれは主としてP．aerugino∫aの増加ではあるが

今後の推移を見守る必要がある．

 グラム陰性桿菌の比率は各施設によって多少の差は

あるが検出菌の80～90％であり，大越ら3）の1970～

1974年の全国集計でみても泌尿器科領域では80％前

後でわれわれの成績とよく一致している．

 またブドウ糖非醗酵グラム陰性桿菌に関しては中牟

田ら4）の九大の報告にみられるように，P． aeruginesa

を含めると外来患者由来菌株の24．4％，1978年度の入

院患者由来菌株の31．8％とかなり高い比率が示され

ており，外来患者由来の比率がわれわれの施設より高

いが，これは患者構成比率の問題ではないかと推定さ

れる．

 つぎに各菌種の分離頻度をみてみると，全体として

垂ま E．coli（26．0％），Enterococcus（12．6％）， P． aeruginosa
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（11．3％）， Proteus sPP． （11．3％）， K． Pneumoniae （7．4％）

の順であり，グラム陰性桿菌だけを考えれば他施設の

報告あるいは大越ら3）の全国集計とかなりよく一致し

ていると思われる．上記の比率をグラム陰性桿菌だけ

に限れば，E． coli 33．6％， P． aeruginosaとProteas sPP・

正・1．6％，KPneamoniae 9．6％である．

 入院患者由来菌と外来思者由来菌の菌種別比率を他

施設の報告と比較したものがTable 4である．

 いずれにせよE．coli， P． aeruginosa， ProteUS sPP．

K・Pneumoniaeが大きな比率をしめ，われわれの施設

では外来で63．3％，入院で47．3％をしめている．こ

の成績は九大の成績とよく一致しているが入院患者由

来菌の比率が他施設のものと異なっている．われわ

れの施設の外来由来菌は他にくらべてK．Pneumoniae，

EnteroeOCCUSが多く，・Pプ0勉∫吻．， P・ aeruginosaが少な

い．

 ．また入院患者由来菌ではProteus sPP．が少なく

Enterococcusの多いことがわかる．
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Table 3． 平均感受性率の外来（out）入院（in）での比較（X2検定）．

PCG ABPC SBPC CER CEZ KM GM cp TC CL NA

E． coli

Enterococcus

P． mirabilis

OUT＞IN
 P〈 O． 1

OUT＞IN OUT＞IN
P〈O．05 P〈O．Ol

N．S． N．S．

OUT＞IN OUT＞工N
PくO．05  PくO，1

N．S．

N．S，

N．S．

OUT＞工N
 Pく○．1

OUTくIN
 PくQl

N．S．．

N．S．

N．S．

QUT〈工N
PくO．OO 1

N．S，

N．S，

N．S．

OUT＞工N
PくO．05

N．S．

OUT＞工N OUT＞IN OUTく工N
PくO．05  PくO．05  Pく○．OI

N．S，

OUT〈IN
PくO、05 N．S．

議

P． vuigaris

K． pneumoniae

N．S．

N，S．

N．S

P． aeruginosa

S． marcescens

N．S． N．S．

N．S．

N．S．

N．S．

E．，cloacae

N．S．

OUT＞IN OUT＞工N
P〈O．OOI P〈O．OOI

S，1 epidermidis

N．S． N．S．

OUT＞工N OUT＞IN
Pく○．○Ol PくO．OOi

OUT＞工N OUT＞工N
Pく○．○Ol  P〈○．05

N．S．

N．S，

N・S．

OUT＞IN OUT＞IN OUT＞工N
P〈○．Ol  PくO．OOI  Pく0。Ol

N．S． N．S． N．S．
OUT＞工N OUT＞工N
 p〈 o． fi p〈o．ol N．S．

OUT＞工N OUT＞工N OUT＞工N OUT＞工N OUT＞工N OUT＞IN OUT＞工N OUT＞工N
PくO．001 P〈0．00［ Pく（）05   PくO」  PくOI．05  PくO．05  P〈○．OO 1  PくO。1

N．S．

N・S，

N，S．

N．S．

OUT＞工N
PくOOl

N・S．

N．S．

N．S．

N．S．

N．S，

OUTくIN
p 〈 o．oo 1

N，S．

OUTく工N
Pく○．05

OUTく工N
PくO．01

OUT〈1N
P〈O．OO 1

8

s
qE

這
gg
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Table 4

Distribution of isolated bcrcteria

from
T。、a、 u瞬，卿山、計㌦酬dS，5），耐綱認晦・・i7）

                      Atcrnicborrb
197i6一一1978 1977一一1978 1976－1977 1975’一1．977 ’ ei596’．1ig’7’6

froni outpcrtient 1945 struin 431 1as3 229 180

E，coli 37，5％
Proteus spp． I O．8

P． oeruginosa 7，3

K．pneumioe 7．7
E．cloaoae 2，5
S．rnarcescens 1．3
・Enterococcus I O．9

S．epidermldis 7．1

25．5

20．4

17．9

3．7

3．5

4．9

8．1・

1．6

43．5

13．2

目．8

3．6

0．4

7．7

2．6

7．2一

51．1

16．1

6．1

4．5

5．7

45．0
7．2

16，7

5，6

0．6

6．1

frorn inpa繍 t 589struin ｛lgア6欄1287 2469 263 1222
E．celi

P耐eUS SPP．

P． GerUgirK）Sa

’K．pneurr）onioe

E，cloooee

S，rmoroescens

En！erococujs

S，epidermidis

120％
目．9

16，3

7．1

7，5

62
14．7

3．6

7，9

16．8

16，t

2．4

6．4

14，5

7．I

O．9

 7．7
．42．O
18．7」

 2．i

 4．O

15，7

 28
 1．9

1 7．9

2｛，3

1B．0

7，6

10．6

15．7

25．1

28．5

8．8

・2，3

0，5

4．3

 最近増加してきたS・marcescensは他施設にくらべ

て少ない方である．

 平野ら8）の岡山大の統計によれば外来で1971年に

47．4％であったE．coliが1978年目は30．8％に減少

してきており，Proteus sPP・も漸減しているという．

またPseudontonas sPP．． S． fecaJis（Enterococciノの漸増

も認められるという．E・cogiの減少， P． aeruginosaの

増加傾向は有意の差とはいえないがわれわれの施設で

も認められるところである．

 また入院患者由来菌では197S年以降Pseudomonas

吻．が第1位をしめ，E． coli， Proteus spp．の減少が認

められ，・Serratiaは1978年には30．1％と第2位をし

めているとのべているが，われわれの施設ではP．

aeruginosa．が1978年に第1位，2L8％％をしめるもの

のE．coli， Preteus sPP．にそれほど大きな変動はな

く，8．marcescensにしても1978年にやっと9．3％をし

めるだけである、

 いずれにしても入院患者由来菌と外来患者由来菌の

菌種構成には明らかな差が認められ，その理由として

一般には入院患者には慢性複雑性尿路感染が多く，外

来患者には急性単純性尿路感染が多いためと患者構成

要素がいわれているが，このほかにも使用される抗菌

剤の種類が関与しているのではないかと考えられる．

また施設ごとの差異は患者構成の差と抗菌剤の使用パ

ターンに由来するのではないかと考える．一

2．．分離菌の薬剤感受性について

 ディスク感受性の測定には．1濃度法と3濃度法があ

．り、，それぞれ長所短所があるが，われわれの調べた範

囲ではほとんどの施設が3濃度ディスクを使用し，わ

れわれの施設と岡山大で1濃度ディスクを使用してい

た．ディスク感受性とMICの関係については稿を改

めて報告する予定である．

 薬剤感受性についてはNAを除いて一般にいわ

れるようにいわゆる外来患者由来菌株にくらべて入

院患者由来菌株に感受性の低下が認められた．また

penicillin系， cephalosporin ．1系などの耐性菌を生じ

やすい薬剤ほど感受性率に差がみられ，（〕しのように

耐性菌の生じにくい薬剤では感受性率にあまり差がみ

られなかった．またNAに対しては入院患者由来菌

株の感受性率が外来患者由来菌株のそれより略良好で

あった．．これについては今後の検討をまちたい．

 ここで各菌種ごとに他の施設の報告と比較してのべ

る．ここでは大越ら3），中牟田ら4）（九大），．角田ら5）

（原病院），足立ら7）（長崎原爆病院），平野ら8）（岡

大），石部ら9）（広大），大川ら1。）（金大）の報告と比

較した．

（1） E． coli

 われわれの施設ではABPC， SBPG， CP， TCの感

受性率が悪く，入院患者由来菌に対しては，ABpc，

SBPCのいずれもが50％以下の感受性率であった．

これは中牟田ら4），足立ら7）の成績とよく一致してい

る．まt大越ら3），石部ら9）の報告では入院患者由来

菌株のほとんどがABPCに耐性であり，さらに石部

ら9！はcephalqsporin系薬剤に対する耐性菌が多いと
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のべてある。一方向野ら8～の成績をみると，入院外来

の別ではないが，CER， CEZなどの感受性率は上昇

してきており，1978年にはCERで69・2％， CEZで

88・5％を示しており，われわれの成績に近いと考えら

れる．また大川ら10）はsimple UTIにおける感受性

は検討薬剤（ABP（】， CBPC， CER， GM， NA）のい

ずれにも比較的良好であるが，co・nplicated UTI，こ

とに入院患者由来菌にはABPC， CBPG， NAに対し

て50％以上が耐性であったとしている．

（2） Proteus spp．

 われわれの施設ではP．mirabilisとP． vulgarisに

分けたが，他施設では？roteus sPP．に一括している．

大越ら3），足立ら7）の成績はわれわれのP．mirabilis

の成績と似ており，各薬剤とも良い感受性率を示して

いる．しかし申牟田ら4），角田ら5），平野ら8）の報告

ではABPC， CER， CEZ， NAなどの感受性率が悪

く，われわれのP．vulgarisの成績とよく一一致してい

る．また大川ら1。）は，i・1dole（一）Proteusに対する各

薬剤の感受性率は，比較的良好であるがindo16（＋）

ProteasではABPC， CER｝こ対する耐性株が多く，入

院患者では90％をしめるとのべている．

（3） Klebsiella spp．

 われわれの成績は中牟田ら4），大越ら3）の報告とほ

ぼ一致しており，ABPC， SBPGの感受性率が低く，

CERもかなり悪い感受性率である．

 しかし足立ら7）の報告ではむしろcephalosporin．系

薬剤の成績が良く，penicillin系薬剤の感受性率は極

端に悪いとしている．これは大川ら正。）の報告とよく一

致している．

（4） Pseudomonas sPp．

 われわれの施設ではCL， GMの感受性率がよく，』

SBPC， TCがこれにつづいている．その他の薬剤に

対してはほとんどが耐性株であり，どの施設にも共通

した点である．また申牟田ら4）によればGMに対し

外来患者由来株の66％・入院患者由来株の44％，角

田ら5）によればそれぞれ55％，30％前後とGMの感

受性率の低下が報告され，GM耐性株の増加が認め

られる．しかしながらCL， TCの感受性率は施設差

がほとんどない．

（5） S． marcescens

 われわれの施設では，外来患者由来株と入院患者由

来株の間で薬剤感受性の差が大きく，入院患者由来株

に対してはNAが最も感受性率が高く， GMの42．9

％がそれにつづいている．外来患者由来株ではGM

が92％，GP 76．0％， KM 52．0％， SBPC， NAの40

％となっているが，KIM， TC， NAは年々感受性率が

低下し，1978年にはそれぞれ8．3％，0％，16．7％を示

している．入院患者由来菌に対しては中牟田ら4）は

NAが48％， GMが5％の感受性率を示し，角田

ら5）はGMでも10％以下の感受性率しか示さないと

のべている．また平野ら8）はGMの感受性率が78．3

～95，0％であるが，他の薬剤にはほとんど耐性である

としている．まt大川ら10）は，GMを除きそのほと

んどが他の検討薬剤に耐性であったとのべている．五

島ら11）は1975年尿分離株と1973年分離保存株の比較を

行ない耐性株の増加を報告している。

（6） E． cloacae

 この菌種に対する薬剤感受性の報告は少ないが，申

牟田ら4）はpenicillin系， ccphalospo理系の薬剤に

ほとんどが耐性であるとのべており，われわれの成績

と一致する．また大川ら・6）も，GMとNAを除く他

の薬剤には耐性であったとのべている．われわれの施

設ではCしがほとんどの株に対して感受性を示した

が，NAが外来由来株の59．2％，入院由来株の80．7％

GMがそれぞれ61．2％，35．3％の感受性率を示して

いた．

（7） 1ヨ｝t彦erococcus r5㌦プ’ecalisノ

 熊沢ら12）はS・fecalisの薬剤感受性には1つの特

異なるパターンがあり，ABPGなどpenicillin系薬

剤はきわめて感受性率が高いが，KM， NA， GMな

どは低いと指摘している．われわれの得た成績では

CER．， GMに耐性菌が多かったが， penicillin系薬

剤で90％前後の感受性率を示していた．しかしなが

ら石部ら9）の報告では，CP， CER， CET， GMなど

で感受性が増大する傾向を示したという．それでも

CERが1970年｝こ53。3％の感受性率を示すほかはほ

とんどの薬剤が30％以下で，とく｝こpenicillin系薬

剤が良いということはない．平野ら9），大川．ら10），中

牟田ら4）の成績はほぼわれわれの成績に一致してお

り，penicillin系薬剤が良い感受性率を示している．

（8） S． ePidermidis

 この菌種に対する薬剤感受性のデータは少なく，大

川ら1。）の報告ではABPC， CER． GM輝きわめてよ

い感受性率を示しているが，石部ら9）はCER， ABPC，

CETにそれぞれ37．8％，23．3％，25・0％の感受性率

であったとのべている．われわれの成績は大川ら1。）の

ものに良く一致していると思われた．

 以上みてきたように個々の菌種によって多少の差は

あるもののpenicillin系， ccphalosporin系薬剤に対

して入院患者由来菌株の耐性化傾向が明らかである

が，その反面CL， CPなどに対しては外来由来菌株，

入院由来菌株の間でそれほど大きな差がなく，わずか
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3年間ではあるがその間の感受性率の変動が少ないと

いえよう．これら耐性化機構に関しては薬剤の構造，

細菌の種類によって異るものであり，たとえばKM

の感受性率の低下は，その薬剤の使用頻度が少なくて

も交叉耐性によるものと考えられるものである．五

島3）も一般に耐性菌は薬剤を使うほど増えていくもの

であるから，理論的にはできるだけ菌と薬剤との無意

味な接触をさせないようにすることが必要であるとの

べている．したがって尿路感染症の治療にあ7っては

細菌学的検討をつづけながら適切な薬剤を必要期間，

必要量だけ投与し無思慮な投与法はさけるべきであ
る．

 以上東海大学病院泌尿器科における1976年から1978

年の3年間にわたる尿中分離細菌について，その菌種

分布，ディスク感受性についてのべ，若干の考察を加

えた．

 なお本論文の要旨は第26回日本化学療法学会東日本支部総

会，第5回目奈川感染症研究会で報告した．
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